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1. はじめに 

近年は特に激甚化が進む土砂災害に対して、土砂災害

に特化した経験・知識が十分とは言えない行政機関の職

員を対象に、土砂災害に関する効率的な学習機会が確保

されることが期待されている。 

当機構では学習型方式等による防災訓練を提案し多

くの実績を上げてきているが、年に１回程度の訓練参加

では人事異動もあるため行政職員の危機管理能力の向

上機会が少ないことが大きな課題であった。 

こうした状況に対応するため、昨年度は防災訓練前の

事前学習による土砂災害に対する組織、個人の危機管理

能力の向上を目的に、訓練に参加する行政機関の防災担

当職員を対象に事前学習内容を検討した。その結果、表

1に示した問題内容等の改善に加え、他市町村、都道府

県、国交省等の防災担当職員を対象とした問題内容につ

いても検討し、地域特性に応じた事前学習内容の多様化

に努める必要があることが分かった。 

表1 今後の課題（昨年度） 

1 説明文、問題文、解説文内容の改善 

2 
市町村だけではなく、都道府県、国交省等の防災担
当職員を対象とした問題内容等についての検討 

3 地域特性に応じた事前学習内容の多様化 

4 eラーニング等のツールの開発検討 

本研究では、昨年度の課題としていた説明、問題、解

説文の改善と具体に学習するためのeラーニングソフト

を開発したことから、その結果について報告する。 

2. 事前学習内容の修正、追加について 

山梨県韮崎市および当機構内の土砂災害対応の有識者

等から説明、問題、解説の記載内容について、表2に示

したような要望、指摘を受けた。 

表2 要望、指摘事項 

① 土砂災害に関する知識の少ない職員でも分かる内

容にすること 
② 降雨による土砂災害を想定した内容を前提とする

こと（地震でも発生することは注意書き） 
③ 文章内容は公開されている文献等から引用し、その

出典を明記すること 

④ 土砂災害防止法や災害対策基本法に基づき実施す

ることを分かるようにすること 

上記に基づき、昨年度検討した基礎編について事前学

習内容の修正、追加を行った。 

昨年度検討した問題構成（30 分程度で説明文の確認、

問題回答（４択：不正解選択）、解説文の確認できるよう

に、問題数は10問）に基づき、表3に示した説明、解説

内容に修正、追加した。 

なお、解説事項は不正解選択問題に応じた内容とした。 

表3 説明、解説の構成概要 

設問 説明事項 解説事項 

1 
・土砂災害を引き起こす土砂

移動現象の特徴 

・土砂移動現象の特徴 

・土砂災害による犠牲者の遭

難場所の特徴 

2 
・深層崩壊の特徴（土砂移動

現象） 

・深層崩壊の発生により想定

される被害の特徴 

3 
・砂防事業の役割（ハード対

策）、工種 

・ハード対策の課題とソフト

対策 

・平成 30年 7月豪雨での施

設効果事例 

4 

・土砂災害防止法の特徴 

（危険周知、警戒避難体制

の整備、新規住宅等の立地

抑制、既存住宅移転促進） 

・ハード対策施設整備根拠 

5 

・地域防災計画 

・要配慮者利用施設の避難訓

練の実施・避難確保計画の

作成義務付け 

・要配慮者利用施設の避難訓

練の実施・避難確保計画の

作成義務付け 

6 ・気象情報の発表 
・土砂災害警戒判定メッシュ

情報の意味 

7 

・市町村の責務と避難行動の

原則 

・避難準備・高齢者等避難開

始、避難勧告、避難指示、 

・自主避難 

・避難準備・高齢者等避難開

始の意味 

・立退き避難の原則 

・「避難指示（緊急）」への呼

称変更 

8 
・指定緊急避難場所・指定避

難所の違い 

・異常な現象の種類ごとに指

定緊急避難場所が設定さ

れていること 

・災害種別避難誘導標識シス

テムの改正 

9 
・リエゾン・TEC-FORCE の役

割 
・リエゾンの役割と実績 

10 

・避難勧告・指示（緊急）の

発令に際しての助言 

・土砂災害防止法に基づく緊

急調査 

・土砂災害防止法に基づく緊

急調査の分担 

上記、問題文内容の構成は山梨県韮崎市に再確認し、

承諾いただいた内容になっている。 

大きく変更した点は、被災する危険があるため、土砂

災害の前兆現象の確認対応に関する問題を削除したこと、

図、表を多用し対応の根拠（土砂災害の特徴など）を明

確にできるようにしたことである。 

 



3. 事前学習ツールの開発検討について 

事前学習内容（基礎編）を学習ツールとして運用でき

るように、画面構成、文字が見やすく、回答履歴等の確

認が可能なソフト（アウトソーシングで配信するeラー

ニング形式）とした。 
アクセス方法は図1に示した学習ツール（eラーニン

グ）の初期画面からＩＤ、パスワードを入力し受講画面

に入る。受講画面では、これまでの受講回数や実施状況

を確認し、間違えた問題内容等も確認できるようにして

いる。 
受講ボタンを選択することにより、図2に示した問題

の説明文から始まり、それを確認後に回答画面（４択問

題）、結果を確認し（必要に応じて解説画面で確認）、次

の問題に移ることになる。 
事前学習（基礎編）には今後訓練に参加する可能性の

あり、土砂災害対応に関する知識力の向上が期待される

約10名の山梨県韮崎市職員の方々に操作手法、回答手順

等を試行していただき、問題ないことを確認した。 

今年度からは以下の対応スケジュールに基づき、訓練

前の事前学習効果を把握することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

上記については、山梨県韮崎市と協議の上、事前学習

の初年度目標として実施し、その回答状況を把握したう

えで、今後のeラーニングスケジュールを見直すことに

した。 

4. おわりに 

本研究では昨年に引き続き、山梨県韮崎市の職員（防

災関係部署）をモデルに事前学習内容の修正とそのツー

ル開発について検討し、土砂災害に関する基礎知識力の

向上に一定の効果があることが分かった。 

今後は数年の学習効果を確認し、利用者（ユーザー）

の習熟度の管理、分析及び学習スケジュール等の管理に

加え、今後の学習内容の管理手法（学習項目の追加等）

について検討する必要があると考える。 

また、本事前学習ソフトの効果を確認した上で、他市

町村、都道府県等の行政機関職員の方々に活用していた

だくような案内等についても実施する必要があると考え

る。 

 

図1学習ツール（eラーニング）の初期画面 

【説明】

【問題】

【解説】

図2 事前学習構成（問１の事例） 
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４月の人事異動後にeラーニングを開始する 
（６月の梅雨入り前に10問中8問の回答率を目標） 

８月の台風期前に全問回答できるようにする 

１０月の訓練前に解説内容も把握する 


